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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本明細書では、最良のモードを含め、様々な実施態様を開示する実施例を使用している
ため、当業者は任意の機器やシステムの作成ならびに使用、及び組込まれた任意の方法の
実施を含む実施態様を実行することができる。特許性の範囲は、特許請求の範囲によって
画定され、当業者が想到する他の例も含み得る。このような他の例は、それらが特許請求
の範囲の文言と異ならない構成要素を有する場合、あるいは、それらが特許請求の範囲の
文言とわずかに異なる均等な構成要素を有する場合は、特許請求の範囲の範囲内にあるこ
とを意図する。
　本発明は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　ブレードコネクタを備えたローターハブ、及び
　ラグフィッティングアセンブリを含む複合材ブレードを備え、前記ラグフィッティング
アセンブリは、
　　ラグフィッティング開口部を含むフィッティングコア、
　　前記ラグフィッティング開口部内に結合されたラグブッシング、及び
　　前記フィッティングコアを実質的に取り囲む外側フィッティングを備える、航空機シ
ステム。
（態様２）
　前記外側フィッティングは、ウェブ部分を含む、態様１に記載の航空機システム。
（態様３）
　前記ウェブ部分は、複数のウェブ支持体を含む、態様２に記載の航空機システム。
（態様４）
　前記複数のウェブ支持体は、複数の空洞を形成する、態様３に記載の航空機システム。
（態様５）
　前記ウェブ部分は、切断された楕円を形成する、態様２に記載の航空機システム。
（態様６）
　前記ラグブッシングは、第１の荷重伝達経路を提供するように構成される、態様１から
５のいずれか一項に記載の航空機システム。
（態様７）
　前記外側フィッティングは、第２の荷重伝達経路を提供するように構成される、態様１
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から６のいずれか一項に記載の航空機システム。
（態様８）
　前記ローターハブを前記複合材ブレードに結合させるように構成されたラグアタッチメ
ントを更に備える、態様１から７のいずれか一項に記載の航空機システム。
（態様９）
　前記ラグアタッチメントは、プリロードクランピングブッシング、ピンタイプの接合部
、ブッシング、ラグボルト、ラグボルトアセンブリ、心棒、及びコッタピンのうちの少な
くとも１つである、態様８に記載の航空機システム。
（態様１０）
　前記複合材ブレードは、ルート端部を含む、態様１から９のいずれか一項に記載の航空
機システム。
（態様１１）
　前記ラグフィッティングアセンブリは、前記ルート端部内に結合される、態様１０に記
載の航空機システム。
（態様１２）
　前記外側フィッティングの少なくとも一部分が、少なくとも２インチの翼弦長を有する
、態様１に記載の航空機システム。
（態様１３）
　複合材構造体内のベアリング応力を低減させるための方法であって、前記方法は、
　複合材構造体を提供すること、
　前記複合材構造体に結合されたフィッティングコアを提供すること、及び
　前記フィッティングコアを実質的に取り囲み、ウェブ部分を含む外側フィッティングを
提供することを含む、方法。
（態様１４）
　前記フィッティングコア内に結合されたラグブッシングを提供することを更に含む、態
様１３に記載の方法。
（態様１５）
　外側フィッティングを提供することは、前記ウェブ部分の幅対厚さの比率を調整するこ
とによって、前記ウェブ部分内に所定量のベアリング応力が分散されるように、外側フィ
ッティングを提供することを更に含む、態様１４に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブレードコネクタ（１２４）を備えたローターハブ（１０４）、及び
　ラグフィッティングアセンブリ（２０２）を含む複合材ブレード（１０２）を備え、前
記ラグフィッティングアセンブリ（２０２）は、
　　ラグフィッティング開口部（１１６）を含むフィッティングコア（２１０）、
　　前記ラグフィッティング開口部（１１６）内に結合されたラグブッシング（２０４）
、及び
　　前記フィッティングコア（２１０）を実質的に取り囲む外側フィッティング（２１２
）を備え、
　前記外側フィッティング（２１２）は、ウェブ部（２２０）を含み、
　前記ウェブ部（２２０）は、複数のウェブ支持体（２５０）を含む、
航空機システム（１００）。
【請求項２】
　前記複数のウェブ支持体（２５０）は、複数の空洞（２５４）を形成する、請求項１に
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記載の航空機システム（１００）。
【請求項３】
　前記ウェブ部（２２０）は、切断された楕円を形成する、請求項１又は２に記載の航空
機システム（１００）。
【請求項４】
　前記ラグブッシング（２０４）は、第１の荷重伝達経路（２１８）を提供するように構
成される、請求項１から３のいずれか一項に記載の航空機システム（１００）。
【請求項５】
　前記外側フィッティング（２１２）は、第２の荷重伝達経路（２６０）を提供するよう
に構成される、請求項１から４のいずれか一項に記載の航空機システム（１００）。
【請求項６】
　前記ローターハブ（１０４）を前記複合材ブレード（１０２）に結合させるように構成
されたラグアタッチメント（２０６）を更に備える、請求項１から５のいずれか一項に記
載の航空機システム（１００）。
【請求項７】
　前記ラグアタッチメント（２０６）は、プリロードクランピングブッシング、ピンタイ
プの接合部、ブッシング、ラグボルト、ラグボルトアセンブリ、心棒、及びコッタピンの
うちの少なくとも１つである、請求項６に記載の航空機システム（１００）。
【請求項８】
　前記複合材ブレード（１０２）は、ルート端部を含む、請求項１から７のいずれか一項
に記載の航空機システム（１００）。
【請求項９】
　前記ラグフィッティングアセンブリ（２０２）は、前記ルート端部内に結合される、請
求項８に記載の航空機システム（１００）。
【請求項１０】
　前記外側フィッティング（２１２）の少なくとも一部分が、少なくとも５センチメート
ルの翼弦長を有する、請求項１に記載の航空機システム（１００）。
【請求項１１】
　複合材構造体内のベアリング応力を低減させるための方法（３００）であって、前記方
法は、
　複合材構造体を提供すること（３０２）、
　前記複合材構造体に結合されたフィッティングコア（２１０）を提供すること（３０４
）、及び
　前記フィッティングコア（２１０）を実質的に取り囲む外側フィッティング（２１２）
を提供すること（３０６）を含み、
　前記外側フィッティング（２１２）は、ウェブ部（２２０）を含み、
　前記ウェブ部（２２０）は、複数のウェブ支持体（２５０）を含む、
方法（３００）。
【請求項１２】
　前記フィッティングコア（２１０）内に結合されたラグブッシング（２０４）を提供す
ること（３０８）を更に含む、請求項１１に記載の方法（３００）。
【請求項１３】
　外側フィッティング（２１２）を提供すること（３０６）は、前記ウェブ部（２２０）
の幅対厚さの比率を調整することによって、前記ウェブ部（２２０）内に所定量のベアリ
ング応力が分散されるように、外側フィッティング（２１２）を提供することを更に含む
、請求項１２に記載の方法（３００）。
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